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は
じ
め
に

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま
で
の
科
学
研
究
費
補
助
金
「
基
盤
研
究

Ｂ
〈
海
外
学
術
調
査
〉」
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
収
蔵
『
書
跡
』
の
基
礎
デ
ー
タ

収
集
と
整
理
の
た
め
の
調
査
研
究
」
と
い
う
研
究
課
題
の
も
と
、
研
究
代
表
者

河
内
利
治
教
授
と
と
も
に
ボ
ス
ト
ン
や
ワ
シ
ン
ト
ン
の
博
物
館
等
で
日
本
や
中

国
の
書
跡
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
こ
で
は
多
く
の
新
知
見
と
課
題
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
が
（
１
）、
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
興
味
深
い
資
料
一
点
に
つ

い
て
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
に
、
料
紙
の
表
に
春
日
本
万
葉
集
と
呼
ば
れ
る
万

葉
集
の
写
本
、
裏
に
春
日
懐
紙
と
呼
ば
れ
る
懐
紙
類
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。そ
こ
で
ま
ず
春
日
本
万
葉
集
と
春
日
懐
紙
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

一
、
春
日
本
万
葉
集
と
春
日
懐
紙
に
つ
い
て

　

春
日
本
万
葉
集
と
は
、
春
日
若
宮
社
の
神
主
で
あ
っ
た
中
臣
祐
定
が
寛
元

元
～
二
年
（
一
二
四
三
～
四
四
）
に
万
葉
集
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
は

押
界
に
一
面
九
行
、
歌
は
ほ
ぼ
一
首
一
行
で
、
真
名
書
き
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど

奥
書
の
あ
る
部
分
が
現
存
し
て
い
る
の
で
、
書
写
年
が
確
定
す
る
。
田
中
大

士
氏
の
研
究（２
）に
よ
れ
ば
、
現
在
ま
で
に
一
三
四
枚
分
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
一
二
三
枚
は
裏
に
春
日
懐
紙
が
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
万
葉
集
が
完
全

に
近
い
形
で
残
っ
て
い
る
の
は
二
十
三
枚
の
み
で
あ
る
。
ほ
か
に
裏
に
書
状
が

あ
っ
た
り
、
白
紙
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
不
明
で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
が

十
一
枚
で
あ
る
。

　

次
に
春
日
懐
紙
と
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
奈
良
の
春
日
社
の
神
官
や
僧
侶
な

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
所
蔵
「
春
日
本
万
葉
集
・
春
日
懐

紙
」
に
つ
い
て
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ど
が
詠
ん
だ
和
歌
が
書
か
れ
た
懐
紙
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
一
四
九
枚
が
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
一
二
三
枚
は
裏
に
春
日
本
万
葉
集
が
写
さ
れ
、
残

り
二
六
枚
は
万
葉
集
面
が
不
明
の
分
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
資
料
が
表
と
裏
に
書
か
れ
、
伝
来
し
た
事
情
は
次
の
よ
う
で
あ

る（３
）。
初
め
に
懐
紙
の
方
が
書
か
れ
、
束
ね
ら
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
続
い
て
裏
面
を
利
用
す
る
た
め
に
、
ま
ず
懐
紙
の
面
を
内
側
に
し
て
真

ん
中
で
折
り
、
袋
綴
じ
の
冊
子
と
し
た
。
そ
の
際
に
、
懐
紙
類
の
大
き
さ
は
バ

ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
の
で
、
下
辺
な
ど
を
切
断
し
て
大
き
さ
を
統
一
し
た
。
こ
の

時
点
で
は
白
紙
の
面
が
外
側
に
な
る
の
で
、
そ
こ
に
万
葉
集
が
写
さ
れ
た
。
確

か
に
現
存
す
る
も
の
は
、
真
ん
中
に
折
れ
目
が
見
え
、
左
右
に
綴
じ
穴
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
内
側
に
あ
る
懐
紙
の
方
が
よ
り
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
冊
子
の
綴
じ
を
解
い
て
懐
紙
を
表
に
戻
し
て
保
管
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

際
に
裏
の
万
葉
集
が
表
か
ら
見
え
る
こ
と
が
あ
り
、
懐
紙
の
鑑
賞
に
邪
魔
に
な

る
の
で
、
そ
の
万
葉
集
の
面
を
相
剥
ぎ
し
て
文
字
を
削
除
し
た
場
合
が
あ
っ
た
。

　

伝
来
に
つ
い
て
は
（
４
）、
も
と
も
と
加
賀
藩
の
前
田
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
が
、
関

戸
守
彦
氏
や
松
岡
三
次
氏
、
大
鋸
彦
太
郎
氏
等
に
伝
わ
り
、
そ
の
中
か
ら
現
在

は
国
文
学
研
究
資
料
館
や
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
ま
と
ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。

　

近
年
こ
れ
ら
の
価
値
が
認
識
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
に
石
川
県
立
歴
史
博

物
館
所
蔵
の
も
の
十
七
枚
、
翌
年
に
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
所
蔵
の
も
の

二
十
二
枚
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
（
５
）。

二
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
所
蔵
の
春
日
本
万
葉 

　
　

集
・
春
日
懐
紙

　

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日
と
三
日
に
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館

で
調
査
し
た
時
に
、
箱
書
に
「
春
日
本
萬
葉
集
断
簡
寛
元
元
年
又
は
二
年
寫
中

臣
祐
定
筆
紙
背
に
春
日
懐
紙
三
枚
あ
り
」
と
あ
る
一
巻
の
巻
物
（
分
類
番
号

一
九
七
四
．
八
三
）
が
あ
っ
た
。
表
の
第
一
紙
と
第
二
紙
に
万
葉
集
の
文
章
が

あ
り
（
第
三
紙
は
文
章
が
削
り
と
ら
れ
る
）、
裏
に
は
懐
紙
三
枚
分
が
残
さ
れ

て
い
た
。

　

ま
ず
書
誌
情
報
か
ら
述
べ
る
。
①
一
枚
分
の
紙
の
大
き
さ
は
、
二
八
・
三
×

四
三
・
〇
㎝
あ
る
い
は
二
八
・
三
×
四
三
・
一
㎝
で
あ
る
。
②
懐
紙
の
ほ
ぼ
中
央

に
折
目
が
認
め
ら
れ
る
。
③
左
右
に
綴
じ
穴
が
合
計
六
個
確
認
さ
れ
る
。
④
下

辺
が
切
断
さ
れ
、
懐
紙
の
署
名
部
分
で
は
肝
心
の
名
前
の
部
分
が
切
れ
て
い
る
。

⑤
裏
の
懐
紙
か
ら
見
る
と
、
万
葉
集
の
方
に
は
押
界
線
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の

界
高
は
二
五
・
八
㎝
、
界
幅
は
二
・
四
㎝
で
あ
る
。
⑥
万
葉
集
は
一
面
九
行
で
書

か
れ
て
い
る
。
⑦
万
葉
集
の
筆
跡
も
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ

る
。
⑧
片
仮
名
訓
が
あ
る
。
⑨
第
三
紙
目
は
確
か
に
表
面
の
万
葉
集
が
削
除
さ

れ
て
い
る
。
⑩
第
三
紙
の
末
に
「
月
明
荘
」（
一
・
三
×
〇
・
六
㎝
）
と
い
う
朱
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文
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
古
物
商
と
し
て
知
ら
れ
東
京

都
文
京
区
在
住
で
あ
っ
た
反
町
茂
雄
氏
の
印
で
あ
る
。
さ
ら
に
軸
付
紙
に｢

拝
土
蔵
書｣
（
一
・
八
×
〇
・
七
㎝
）
の
印
文
の
あ
る
朱
文
印
が
あ
る
。
こ
の
印

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ポ
ー
ル
・
Ｓ
・
ア
ト
キ
ン
ス
氏
が
指
摘
さ
れ
る
（
６
）よ
う

に
、
日
本
書
跡
の
収
集
家
で
あ
っ
た
ド
ナ
ル
ド
・
Ｆ
・
ハ
イ
ド
夫
妻
の
印
で
あ

る
。
⑩
附
属
品
と
し
て
桐
箱
が
あ
る
。
箱
表
の
墨
書
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
箱
裏
に
「
弘
文
荘
」
の
印
文
の
あ
る
朱
文
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
万
葉
集
の
文
章
は
、
第
一
紙
が
巻
五
所

収
の｢

麁
妙
能
布
衣
遠
陀
尓
伎
世
難
尒｣
の
歌
（
九
〇
一
番
）
か
ら
「
世
人
之

貴
慕
七
種
之
」
の
歌
（
九
〇
四
番
）
の｢

安
我
古
登
婆｣

ま
で
で
あ
る
。
第
二

紙
は
、
巻
八
所
収
の
大
伴
家
持
の
歌
「
皇
之
御
笠
乃
山
能
黄
葉
」
の
和
歌
本
文

（
一
五
五
四
番
）
か
ら
同
じ
く
家
持
の
歌
「
聞
津
哉
登
妹
之
問
勢
流
雁
鳴
者
真

毛
遠
雲
隠
奈
利
」（
一
五
六
三
番
）
ま
で
と
な
る
。
な
お
料
紙
の
右
上
に
「
八

廿
一
」
と
い
う
墨
書
が
あ
る
。
第
三
紙
は
削
除
さ
れ
て
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ

る
が
、
文
字
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
の
右
上
に
あ
る
「
七
ノ
九
」
と

い
う
墨
書
を
手
懸
り
に
す
る
と
巻
七
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
最

初
の
二
行
分
は
文
字
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
三
行
目
の
最
初
が
「
皆
人
」、
四

行
目
の
二
か
ら
四
文
字
目
が
「
乃
和
太
」、
五
行
目
一
文
字
目
が
「
皇
」、
下
部

に「
吾
反
将
見
」、六
行
目
は
四
文
字
目
が「
石
」、そ
の
ほ
か
に「
成
」や「
左
右
」、

七
行
目
一
文
字
目
が
「
山
」、
八
行
目
一
文
字
目
が
「
氏
」、
下
の
方
に
「
人
舟

召
音
越
乞
」が
不
鮮
明
な
が
ら
読
み
と
れ
る
。
九
行
目
一
か
ら
四
文
字
目
が「
氏

河
尓
生
」、
七
文
字
目
か
ら
「
乎
河
早
」、
下
の
方
に
「
家
里
」、
十
行
目
一
文

字
目
は
「
氏
」、
真
ん
中
あ
た
り
に
「
今
」、
十
一
行
目
冒
頭
は
「
氏
河
」、
真

ん
中
に
「
雖
」
下
部
に
「
音
」
や
「
不
」、十
二
行
目
冒
頭
は
「
千
草
人
氏
」、七
・

八
文
字
目
に
「
乎
清
」、
末
に
「
難
為
」
な
ど
、
十
三
行
目
は
二
・
三
文
字
目
は

「
津
作
」、
十
四
行
目
最
初
は
「
志
長
鳥
」
他
に
「
間
山
」「
者
無
」、
十
五
行
目

一
文
字
目
に
「
一
」、
七
・
八
文
字
目
は
「
浦
廻
」、
十
六
行
目
真
ん
中
あ
た
り

に
「
赤
駒
」、
他
に
「
沽
」
や
「
流
」、
十
七
行
四
か
ら
七
文
字
目
に
「
吉
石
流

垂
」、
十
八
行
真
ん
中
あ
た
り
に
「
手
鳴
」、
下
の
方
に
「
水
」「
早
見
」
が
見

え
る
（
７
）。
以
上
に
よ
り
こ
の
第
三
紙
は
「
芳
野
作　

神
左
振
磐
根
己
凝
敷
三
芳
野

之
」（
一
一
三
〇
番
）か
ら「
作
夜
深
而
穿
江
水
手
鳴
松
浦
船
」の
歌（
一
一
四
三

番
）
の
最
後
ま
で
が
書
か
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

　

こ
の
う
ち
第
一
紙
と
第
二
紙
の
図
版
は
『
弘
文
荘
春
日
本
萬
葉
集
・
春
日
懐

紙
等
展
観
図
録（８
）』
に
掲
載
（
１
、７
）
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
ま
く
り
の

状
態
で
、
巻
子
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
な
お
第
三
紙
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
現
在
裏
面
に
な
っ
て
い
る
懐
紙
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
第
一
紙
裏

に
は「
詠
二
首
和
哥
」と
し
て「
木
工
権
助
泰
□
」の
署
名
が
あ
り
、続
い
て「
枕

邊
鶯
」
の
題
で
「
あ
さ
ま
た
き
」
の
歌
か
ら
始
ま
る
。
筆
者
に
つ
い
て
は
、
他

の
春
日
懐
紙
に
み
ら
れ
る
役
職
名
や
筆
跡
と
比
較
す
る
と
、
大
中
臣
泰
尚（９
）と
推

定
さ
れ
る
。
第
二
紙
裏
は
「
詠
二
首
和
哥
」
と
し
て
「
兵
庫
助
中
臣
祐
□
」
の
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署
名
が
あ
り
、
続
い
て
「
初
雪
」
の
題
で
「
こ
れ
も
ま
た
」
の
歌
か
ら
始
ま
る
。

筆
者
は
、
他
の
春
日
懐
紙
に
み
ら
れ
る
役
職
名
や
筆
跡
か
ら
中
臣
祐
方
（
（1
（

と
判
明

す
る
。
本
懐
紙
の
「
祐
」
の
下
の
文
字
は
一
部
見
え
て
い
る
が
、「
方
」
の
上

部
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。
第
三
紙
裏
は
「
詠
三
首
和
哥
」
と
し
て
「
主
殿
助

□
□
」
の
署
名
が
あ
り
、
続
い
て
「
春
情
在
花
」
の
題
で
「
ひ
と
す
ち
に
」
の

歌
か
ら
始
ま
る
。
主
殿
助
は
『
墨
美
』
一
九
七
号
所
載
の
懐
紙
類
に
主
殿
助
時

助
の
懐
紙
が
あ
り
、
筆
跡
も
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
こ
の
第
三
紙
も
主
殿
助

時
助
の
懐
紙
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
懐
紙
も
大
中
臣
泰
尚
と
中
臣
祐
方
の
懐
紙
は
『
弘
文
荘
春
日
本
萬

葉
集
・
春
日
懐
紙
等
展
観
図
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
主
殿
助
の
懐
紙
は

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

伝
来
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
三
枚
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
の
分
類
番
号

に
よ
り
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
に
同
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
さ
ら
に
先
述
の
印
に
よ
り
、同
美
術
館
に
入
る
前
は
、ド
ナ
ル
ド
・
Ｆ
・

ハ
イ
ド
夫
妻
、
そ
の
前
は
反
町
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
そ
れ

以
前
は
、
反
町
氏
の
著
書
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
』
五
（
（1
（

に
よ
る
と
、「
つ
い
に

春
日
本
『
万
葉
集
』
も
、
全
部
十
九
枚
か
を
と
り
ま
と
め
て
、
譲
っ
て
く
れ
ま

し
た
。」
と
あ
り
、
金
沢
の
郷
土
史
家
大
鋸
彦
太
郎
氏
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
確
か
に
懐
紙
三
枚
の
筆
者
の
う
ち
中
臣
祐
方
、
大
中
臣
泰
尚
の
懐

紙
は
大
鋸
氏
旧
蔵
本
の
み
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
（
（1
（

。

　

そ
こ
で
伝
来
を
ま
と
め
る
と
、
も
と
加
賀
前
田
家
に
あ
っ
た
も
の
が
流
れ
て
、

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
大
鋸
氏
が
紙
く
ず
の
中
か
ら
見
出
し
、
そ
の

後
大
鋸
氏
が
反
町
氏
に
売
っ
て
さ
ら
に
反
町
氏
が
ド
ナ
ル
ド
・
Ｆ
・
ハ
イ
ド
夫

妻
に
売
却
し
、
ハ
イ
ド
夫
人
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
一
九
七
四
年
に
寄
贈
し
た

も
の
と
な
る
。

三
、「
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
春
日
懐
紙
・
春
日
本 

　
　

万
葉
集
」
と
の
比
較

　

こ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
所
蔵
資
料
と
す
で
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
品（（1
（

と
を
比
較
し
た
い
。
す
る
と
、
一
枚
分
の
紙

の
大
き
さ
は
、
重
文
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
二
八
・
五
×
四
三
・
〇
㎝
、
あ
る

い
は
二
八
・
三
×
四
二
・
八
㎝
ほ
ど
で
、
こ
ち
ら
は
二
八
・
三
×
四
三
・
〇
㎝
で
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、
懐
紙
の
ほ
ぼ
中
央
に
折
目
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

左
右
に
綴
じ
穴
が
六
個
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
下
辺
が
一
部
切
断
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
万
葉
集
の
方
に
は
押
界
線
が
引
か
れ
、
一
面
九
行
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、

片
仮
名
訓
が
あ
る
こ
と
、
万
葉
集
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
両
方
の
所
蔵
品

と
も
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
万
葉
集
の
筆
跡
も
同
じ
で
あ
り
、
懐
紙
の
中
臣
祐

方
と
大
中
臣
泰
尚
の
筆
跡
も
両
所
蔵
品
と
も
に
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
所
蔵
の
三
枚
は
す
で
に
重
文
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
ツ
レ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
懐
紙
の
方
は
、
大
中
臣
泰
尚
、
中



─ 90 ─

臣
祐
方
、
主
殿
助
時
助
の
懐
紙
と
い
う
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
大
鋸
彦
太
郎
氏
旧

蔵
本
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
一
方
、
万
葉
集
の
方
は
巻
五
・
巻
七
・
巻
八
の

一
部
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

む
す
び
に

　

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
調
査
の
成
果
と
い
う
べ
き
点
を
二
つ
挙
げ
て
お

き
た
い
。
ま
ず
、
こ
れ
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
春
日
懐
紙
・
春
日
本
万
葉
集
に

新
た
な
実
例
を
一
枚
加
え
た
こ
と
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
で
は
周
知
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ
が
国
で
は
そ
の
内
容
等
初
め
て
知
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
反
町
氏
が
大
鋸
氏
か
ら
購
入
し
た
分
が
ど
こ
に
流
出
し
た

か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
で

確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

註（
１
）�

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
〈
海
外
学
術
調
査
〉
研
究
報
告
書
『
ア
メ
リ
カ
収
蔵

「
書
跡
」
の
基
礎
デ
ー
タ
収
集
と
整
理
の
た
め
の
調
査
研
究
』

（
２
）
田
中
大
士「
春
日
本
万
葉
集
の
完
全
に
残
る
例
―
付
春
日
懐
紙
の
総
数
再
考
―
」 

　
　

『
汲
古
』
五
七　

平
成
二
十
二
年

（
３
）
田
中
大
士
「
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
春
日
懐
紙
・
春
日
本
万
葉
集
解
説
」

　
　

『
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
二
一　

平
成
二
十
一
年

（
４
）
田
中
大
士
「
春
日
懐
紙
（
春
日
本
万
葉
集
）
の
来
歴
」 

　
　

『
汲
古
』
三
九　

平
成
十
三
年

（
５
）
文
化
庁
の
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。

（
６
）�

ポ
ー
ル
・
Ｓ
・
ア
ト
キ
ン
ス
「
ア
メ
リ
カ
の
明
月
記
ー
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
付

属
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
蔵
嘉
禄
二
年
九
月
巻
」『
明
月
記
研
究
』
一
〇　

平
成

十
七
年

（
７
）�

佐
々
木
信
綱
ほ
か
編
『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補
版
一
一
（
岩
波
書
店　

昭
和

五
十
五
～
五
十
六
年
）
が
読
み
と
れ
る
と
し
た
文
字
と
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

（
８
）『
弘
文
荘
春
日
本
萬
葉
集
・
春
日
懐
紙
等
展
観
図
録
』
昭
和
三
十
八
年
か
。

（
９
）
註
（
３
）
論
文
掲
載
の
図
版
６
や
註
（
７
）
書
掲
載
の
図
版
10
参
照
。

（
10
）�

註
（
３
）
論
文
掲
載
の
図
版
７
参
照
。『
弘
文
荘
春
日
本
萬
葉
集
・
春
日
懐
紙

等
展
観
図
録
』
で
は
中
臣
祐
有
と
す
る
が
正
し
く
な
い
。

（
11
）�

反
町
茂
雄
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
』
五
（
平
凡
社　

平
成
四
年
）
七
十
二
頁
。　

（
12
）
註
（
４
）
論
文
参
照
。

（
13
）
註
（
３
）
論
文
掲
載
の
図
版
に
よ
る
。

（
付
記�

）
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
の
方
々
に
は
閲
覧

に
際
し
て
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
国
文
学
研
究
資
料
館
田

中
大
士
教
授
に
も
御
助
言
を
頂
い
た
。
さ
ら
に
釈
文
に
つ
い
て
は
、
大
東
文
化

大
学
文
学
研
究
科
後
期
課
程
髙
田
智
仁
氏
に
原
案
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。

い
ず
れ
も
こ
こ
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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ま
た
本
稿
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま
で
の
科
学
研
究
費
補
助
金

「
基
盤
研
究
Ｂ
〈
海
外
学
術
調
査
〉」
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
収
蔵
『
書
跡
』
の

基
礎
デ
ー
タ
収
集
と
整
理
の
た
め
の
調
査
研
究
」
の
成
果
で
あ
る
。

【
釈
文
】

（
第
一
紙
）
万
葉
集
巻
第
五
雜
歌　

No
九
〇
一
～
九
〇
四
途
中

麁
妙
能
布
衣
遠
陀
尓
（
尒
）伎
世
難
尒
可
久
夜
歎
敢
世
牟
周
弊
遠
奈
美

水
沫
奈
須
微
命
母
栲
縄
能
千
尋
尓
（
尒
）母
何
等
暮
（
慕
）久
良
志
都

倭
文
手
纒
數
母
不
在
身
尓
波
在
等
千○

年
尒
母
何
等
意
母
保
由
留
加
母

去
神
龜
二
年
作
了
（
之
）但
以
類
故
更
載
於
茲

　
　
　

天
平
五
年
六
月
丙
辰
朔
三
日
戊
戌
作

　
　
　

戀
男
子
名
古
日
謌
三
首
短長
一
首
二
首

世
人
之
貴
慕
七
種
之
寶
毛
我
波
何
為
和
我
中
能
産
礼
出
有

白
玉
之
吾
子
古
日
者
明
皇
（
星
）之
開
朝
者
敷
多
倍
乃
登
許
能
邊
佐
良

受
立
礼
杼
毛
居
礼
杼
毛
登
母
尓
戯
礼
夕
皇
（
星
）乃
由
布
弊
尒
（
尓
）奈
礼

婆
伊
射（
祢
）余
登
乎
（
手
）乎

多
豆
佐
波
里
父
母
毛
表
者
奈
佐
我
利
三
枝
之
中（
尓
）

乎
祢
乎
（
牟
）登
登
（
愛
）久
志
我
可
多
良
倍
婆
何
時
可
毛
比
等（
等
）奈
理
伊
弖
天
安
志
家

口
毛
与
家
久
母
見
武
登
大
船
乃
於
毛
比
多
能
無
尒
（
尓
）於
毛
波
奴
尓
横
風

乃
尓
布（
マ

ヽ

）

敷
可
尓
布
敷
可
尓
覆
来
礼
婆
世
武
須
便
乃
多
杼
枝
（
伎
）乎
之

良
尒
（
尓
）志
路（
多
倍
乃
）多
須
吉
乎
可
氣
麻
蘇
鏡
弖
尓
登
利
毛
知
弖
天
神
何
（
阿
）布
藝

許
比
乃
美
地
祇
布
之
弖
額
拜
可
加
良
受
毛
可
賀
利
毛
神
乃
末
尒
（
尓
）麻

尓（
等
）立

阿
射
里
我
例
乞
能
米
登
須
臾
毛
余
家
久
波
奈
之
尓
漸
々
可
多
知

都
久
保
里
朝
々
伊
布
許
登
（
等
）夜
美
霊
尅
（
剋
）伊
乃
知
多
延
奴
礼
立
乎
杼
利
足

須
里
佐
家
婢
伏
仰
武
祢
宇
知
奈
氣
吉
手
尒
（
尓
）持
流
安
我
古
登
婆

（
第
二
紙
）
巻
第
八
春
雜
歌　

No
一
五
五
四
～
一
五
六
三

　
「
八
廿
一
」

皇
之
御
笠
乃
山
能
秋
黄
葉
今
日
之
鍾
礼
尒 

散
香
過
奈
牟

　
　
　
　

安
貴
王
歌
（
謌
）一
首

秋
立
而
幾
日
毛
不
有
者
此
宿
流
朝
開
之
風
者
手
本
寒
母

　
　
　
　

忌
部
首
黒
麿
歌
（
謌
）一
首

秋
田
苅
借
盧
毛
未
壊
者
鴈
四
（
鳴
）寒
霜
毛
置
奴
我
二

　
　
　
　

故
郷
豊
浦
寺
之
尼
私
房
宴
歌
（
謌
）三
首

明
日
香
河
遊
（
逝
）廻
岳
（
丘
）之
秋
芽
子
者
今
日（
マ
ヽ
）
者
零
雨
尓
落
香
過
奈
牟

　
　
　
　
　

右
一
首
丹
比
真
人
國
人

鶉
鳴
古
郷
之
秋
芽
子
乎
思
人
共
相
見
都
流
可
聞

秋
芽
子
者
盛
過
乎
徒
尒
頭
判
（
刺
）（
マ
ヽ
）
尓
不
捶
還
去
牟
跡
哉

　
　
　
　
　

右
二
首
沙
弥
尼
等

　
　
　
　

大
伴
坂
上
郎
女
跡
見
田
庄
作
歌
（
謌
）二
首
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妹
目
乎
始
見
之
埼
乃
秋
芽
子
者
此
月
其
呂
波
落
許
須
莫
湯
目

吉
名
張
乃
猪
養
山
尒
伏
鹿
之
嬬
呼
音
乎
聞
之
登
聞
思
佐

　
　
　
　

巫
部
麻
蘇
娘
子
鴈
歌
（
謌
）一
首

誰
聞
都
従
此
間
鳴
渡
鴈
鳴
乃
嬬
呼
音
乃
之
（
乏
）
知
（
蜘
）
左
（
在
）
守
（
可
）

　
　
　
　

大
伴
家
持
和
歌
（
謌
）一
首

聞
津
哉
登
妹
之
問
勢
流
鴈
鳴
者
真
毛
遠
雲
隠
奈
利

（
第
三
紙
）
巻
第
七
雜
歌　

No
一
一
三
〇
～
一
一
四
三

　
「
七
ノ
九
」

　
　
　

芳
野
作

神
左
振
磐
根
己
凝
敷
三
芳
野
之
水
分
山
乎
見
者
悲
毛

皆
人 

之
戀
三
芳
野
今
日
見
者
諾
母
戀
來
山
川
清
見

夢 

乃
和
太 

事
西
在
來
寤
毛
見
而
來
物
乎
念
四
念
者

皇 

祖
神
之
神
宮
人
冬
薯
蕷
葛
弥
常
敷
尒 

吾
反
将
見

能
野
川 

石 

迹
柏
等
時
齒 

成 

吾
者
通
万
世 

左
右 

二

　
　
　

山 

背
作

氏 

河
齒
与
杼
湍
無
之
阿
自
呂 

人
舟
召
音
越
乞 

所
聞

氏
河
尓
生 

菅
藻 

乎
河
早 

不
取
來
尒 

家
里 

裏
為
益
緒

氏 

人
之
譬
乃
足
白
吾
在
者 

今 

齒
与
良
増
木
積
不
來
友

氏
河 

乎
船
令
渡
呼
跡 

雖 

喚
不
所
聞
有
之
檝 

音 

毛 

不 

為

千
早
人
氏 

川
浪 

乎
清 

可
毛
旅
去
人
之
立 

難
為

　
　
　

攝 

津
作

志
長
鳥 

居
名
野
乎
來
者
有 

間
山 

夕
霧
立
宿 

者
無 

而

　
　
　

一 

本
云
猪
名
乃 

浦
廻 

乎
榜
來
者

武
庫
河
水
尾
急
嘉 

赤
駒 

足
何
久
激 

沾 

祁 

流 

鴨

命
幸
久 

吉
石
流
垂 

水
々
乎
結
飲
都

作
夜
深
而
穿
江
水 

手
鳴 

松
浦
船
梶
音
高
之 

水 

尾 

早
見 

鴨

　
　

＊
（
）
内
文
字
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
と
の
異
同
を
示
す
。

（
紙
背
第
一
紙
）

詠
二
首
和
哥

　
　
　
　
　
　

木
工
権
助
泰
□

　

枕
邊
鸎

あ
さ
ま
た
き
ま
く
ら
に
な
る
ヽ
う 

く

ひ
す
の
た
よ
り
う
れ
し
き

の
き
の
む
ら
た
け

　

崗
残
雪

か
す
み
た
つ
を
か
へ
に
の
こ
る
し 

ら

ゆ
き
の
き
え
す
ハ
あ
り
と
た
の
む

つ
き
か
は
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（
紙
背
第
二
紙
）

詠
二
首
和
哥

　
　
　
　
　
　

兵
庫
助
中
臣
祐
□

　

初
雪

こ
れ
も
ま
た
い
と
は
む
も
の
か
い
こ
ま

や
ま
ゆ
き
ふ
り
そ
む
る
ミ
ね
の
よ

こ
く
も

　

冬
恋

わ
す
ら
る
ヽ
う
き
ミ
わ
か
ハ
の
う
す

こ
ほ
り
さ
す
か
に
世
に
も
き
ゑえ
は

て
ぬ
か
な

（
紙
背
第
三
紙
）

　

詠
三
首
和
哥

　
　
　
　
　
　
　
　

主
殿
助
□
□　

　
　

春
情
在
花

ひ
と
す
ち
に
花
に
心
は
と
ヽ 

ま

り
て
は
る
お
わ
す
れ
ぬ
身
と
□

な
り
ぬ
る

　
　

見
花
忘
帰

さ
く
ら
花
に
ほ
ふ
山
ち
ハ
す
き

う
く
て
か
へ
る
こ
ヽ
ろ
そ
わ
す

ら
れ
に
け
る

　
　

花
飛
似
雪

さ
へ
ぬ
よ
の
雪
か
と
そ
ミ
る
み
や


